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【手続補正書】
【提出日】平成25年9月26日(2013.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　このベッド用グリップ１は、第１図から第３図に示すように、主として固定柵部２と、
この固定柵部２の一側部に回動機構３を介して回動自在に連設するグリップ部４とからな
る。なお、前記固定柵部２にはベッドＢのサイドフレームＢｆに設けられた取付孔ｈ，ｈ
に取り付けるための固定手段５を具備するが、この固定手段５については後述する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　まず、前記固定柵部２はベースパイプ６にコ字状に曲折してなる枠パイプ７を固着する
とともに、この内部に補強部材８，８，・・・，９を固着して構成している。
　一方、前記グリップ部４はグリップフレーム１０にグリップ部材１１を装着して構成し
ている。なお、前記グリップフレーム１０は第４図に示すように支持パイプ１２にＬ字状
に曲折した補強パイプ１３を固着するとともに、前記グリップ部材１１を固定するための
空孔部１４ａ，１４ａ，・・・を穿設した取付プレート１４を固着したものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　このように構成された固定機構５は、前記操作ハンドル３３をグリップ部４に向けた状
態で、支柱３０と偏心軸部３１ｃの間隔がベッドＢのベッドフレームＢｆに設けた取付孔
ｈ，ｈの間隔と等しくなるように構成している。
　そして、この状態で前記取付孔ｈ，ｈに、これら支柱３０，３１を挿通した後、前記操
作ハンドル３３を他方の支柱３１側に向くように水平回動する。すると、上述したように
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軸部３１ａに対して偏心して偏心軸部３１ｃが設けられているので、前記取付孔ｈ，ｈの
間隔よりもこれら支柱３０と偏心軸部３１ｃの間隔が狭くなり、大きな固定力となってベ
ッド用グリップ１を固定するものとなっている。
　なお、該操作ハンドル３３は３６０度回転操作自在であるので、ベッドＢの左右どちら
側にも取り付けできる固定機構５となっていることは言うまでもない。
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